
２．伊奈町地域公共交通に関するアンケート調査
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伊奈町地域公共交通に関するアンケート調査について整理する。



２．１アンケート概要

34

公共交通に関するアンケート調査を伊奈町で実施した。
＜サマリー＞
・町内４箇所で用紙配布、無作為抽出にて1,000件発送、
WEBも併用して実施。
・アンケート回収数563通。
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２．１アンケート概要 ｜ アンケート概要

伊奈町にてアンケート調査を実施

期間 ：令和６年12月27日〜令和７年１月17日
アンケート対象：
・紙アンケート配布対象：町内在住の12歳以上、無作為抽出

※紙アンケートにも二次元コード掲載
・紙アンケート配布箇所：町内公共施設４箇所

（総合センター、図書館、けんかつ出張所、ゆめくる出張所）
・WEBアンケート対象 ：広報いな令和７年１月号に二次元コード掲載

町公式LINEでアンケート協力依頼（令和７年１月14日投稿）
・いなまる利用者 ：町職員による聞き取り調査（通勤利用の有無を含む）

回収数：563通（紙：350通、WEB：213通）
設問 ：次頁
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２．１アンケート概要 ｜ アンケート内容
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２．１アンケート概要 ｜ アンケート内容



２．２アンケート結果/回答者属性
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回答者の属性について８項目の調査
＜サマリー＞
・60歳代以上の回答者が4割以上。
・伊奈町在住者がほぼ全て。
・会社員・公務員、無職が大半。
・免許保有者は約7割。
・自家用車へのアクセス性が非常に高い。
・大半はスマートフォンを所有しており、70歳代まではインターネットを日常的に
利用している。
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２．２アンケート結果/回答者属性

回答者の男女比は２：３で、女性の回答者が多い。
問１ー１．性別

５０歳代が最大の回答者数である。また、６０歳代以上の回答者が44％をしめ、公共交通の主
たる利用者である高齢者の回答が多い。

問１ー２．年齢



40

２．２アンケート結果/回答者属性

伊奈町にお住まいの方の回答が大半を占める。
問１ー３．お住まいの自治体

狭小なエリアの回答者が少ない傾向。行政区とクロス集計するには、回答数が少ない区につい
ては、配慮が必要。

問１ー４．行政区
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２．２アンケート結果/回答者属性

問１ー５．職業

今回の回答者の６７％が運転免許を保有しており、免許返納者は一割未満。
問１ー６．運転免許証の保有状況

会社員・公務員、無職、パート・アルバイト（学生を除く）の方が大半を占める。
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２．２アンケート結果/回答者属性

10歳代を除き、免許保有率が高い。60歳代以上の免許非保有者は、ほとんどが女性である。
問１ー６．運転免許の保有状況・年代別
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２．２アンケート結果/回答者属性

10歳代を除き、免許保有率が高い。60歳代以上の免許非保有者は、ほとんどが女性である。
問１ー６．運転免許の保有状況・年代別
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２．２アンケート結果/回答者属性

１〜３の何らかで自家用車が利用できる人の割合は、無回答を除くと84％に上り、自家用車へのア
クセス性が非常に高い。

問１ー７．自家用車の所有状況
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２．２アンケート結果/回答者属性

80歳代以上を含めスマートフォンの所有者が過半を占め、70歳代まではインターネットを日常的に
利用している。

問１ー８．スマートフォンの所有・年代別



２．３アンケート結果/お出かけについて
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お出かけ先、交通手段について調査
＜サマリー＞
・スーパー・コンビニ等の商業施設へのお出かけが多く、80歳代以上ではスー
パー等、医療機関に次いで、総合センターへのお出かけが多い。
・お出かけの交通手段としては、自動車（自分で運転）が多数である。
70歳代以上ではいなまるが次点である。
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２．３アンケート結果/お出かけについて

問２．町内で頻繁にでかけるところ
スーパー・コンビニ等の商業施設へのお出かけが多く、80歳代以上ではスーパー等、医療機関
に次いで、総合センターへのお出かけが多い。
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２．３アンケート結果/お出かけについて

60歳代以上の女性の免許保有率が低く（問１−６参照）、移動手段として自家用車（自分で運
転）の比率が低い。年齢が高まるにつれ、いなまるの利用率は高くなり、80歳代以上は22％で
あり、自家用車（自分で運転）に次ぐ主要な移動手段となっている。自家用車へのアクセスが
できない層（問１−７参照）にとっていなまるは重要な役割をもっている。

問３．町内に買い物等で出かける際の交通手段

※最右の総計は、行の合計の全体に対する割合
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２．３アンケート結果/お出かけについて

参考）問１ー７．自家用車の所有状況・主な移動手段

参考）問１ー７．自家用車の所有状況・年代別

※最右の総計は、行の合計の全体に対する割合



２．４アンケート結果/いなまるに関して
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いなまるの認知、利用を調査
＜サマリー＞
・認知度は非常に高い。
・利用している人は3割程度。
・地区別では、丸山区、綾瀬東区が1割程度の利用者にとどまる。
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２．４アンケート結果/いなまるに関して

いなまるの認知率は非常に高い。
問４－１．いなまるを知っているか

幅広い年齢層で年に１回以上の利用があり、全年代の平均で33％。80歳代以上については60％
と非常に高い利用率である。いなまるが市民生活の一部であると言える。

問４ー２．いなまるを利用しているか・年代別

※最右の総計は、行の合計の全体に対する割合
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２．４アンケート結果/いなまるに関して

３〜４割の利用率の地区が多い。丸山、綾瀬東は10％台と低迷。
問４－２．いなまるを利用しているか・地区別

参考）１−４．行政区 ★ 回答数が少ないため参考値

★ ★

★

★

※最右の総計は、行の合計の全体に対する割合
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２．４アンケート結果/いなまるに関して

問４－２．いなまるを利用しているか・地区別（地図）
３〜４割の利用率の地区が多い。丸山、綾瀬東は10％台と低迷。



２．５アンケート結果/いなまる利用者について
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いなまる利用者に対して、利用頻度等を調査
＜サマリー＞
・利用頻度は年に数回が大半。一方、高齢者は利用頻度の高い人が多い傾向。
・利用時間帯は午前中に偏る（ライドデータと同様の傾向）。
・商業施設、医療機関、総合センター、役場を目的地とする場合が多い。
・運行本数、逆回りの便がないことをに関する不満が多い。
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２．５アンケート結果/いなまる利用者について

利用の大半が年に数回であり、週に数回利用するのは27％。
問５－１．いなまるの利用頻度

高齢になるほど利用頻度が高くなり、いなまるが高齢者の日常的な移動に利用されていると言
える。

問５－２．いなまるの利用頻度・年代別
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２．５アンケート結果/いなまる利用者について

午前中の利用が多い。
問５－２．いなまるの主な利用時間帯

町内で頻繁にでかけるところ（問２）と比較して、医療機関、総合センター、役場が多い。
問５ー３．いなまるの主な利用場所・目的（複数回答）
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２．５アンケート結果/いなまる利用者について

70歳代以上になると、総合センター、商業施設、医療機関への利用が中心となる。
40歳代、50歳代では、ニューシャトルの駅への利用も比較的割合が高い。

問５ー３．いなまるの主な利用場所（複数回答） ・目的・年代別

その他の回答：蓮田駅（２）、上尾駅（２）、北上尾駅、桶川駅、駅、色彩館、友人宅 ※記載なきものは回答数１
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２．５アンケート結果/いなまる利用者について

回答対象者185人に対し、その他を除いて321件の不満点が挙がり、回答者は複数の不満を頂い
ている状況。不満の中でも、特に運行本数、逆回りの便に関する不満が多く、「乗りたいとき
に、乗りたい方向の便がない」状況と言える。
また、自由回答では、11件中3件が役場へのアクセス、上尾駅・北上尾駅・蓮田駅といった駅へ
のアクセスに関する不満が2件ある。

問５－４．いなまるの不満

自由記述概要：役場へのアクセス改善（3件）、上尾駅・北上尾駅・蓮田駅といった駅へのアクセス改善（２件）、
乗り換えの手間（1件）等
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２．５アンケート結果/いなまる利用者について

いなまるの目的地として総合センターを挙げている層の傾向（70歳代以上が多い）と同傾向。
参考）老人福祉センター年齢別・男女別利用者一覧表



２．６アンケート結果/いなまる非利用者について
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いなまるを利用しない人に対して、その理由、将来の利用意向を調査
＜サマリー＞
・乗りたい時間に乗れない（含む、運行本数）、時間がかかるという理由で利
用しない人が多い。自由記述では、自家用車等の利用を理由に挙げる人が
多い。
・高齢者になるほど、いなまるを将来利用すると回答する傾向が強い。
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２．６アンケート結果/いなまる非利用者について

運行本数が少ない、時間がかかる、乗りたい時間に乗れないという回答が多く、自家用車と比
較して不満が出やすい項目に関する回答が多い。
また、その他の回答に関しては、通常、自家用車・自転車を利用しており、利用する必要がな
いというものが多く、利用する必要がない層が利用していないことが分かる。

問６－１．いなまるを利用しない理由

自由記述概要：自家用車・自転車利用（118件）、運行ルートが合わない（21件）、利用する必要がない（18件）
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２．６アンケート結果/いなまる非利用者について

60歳代までは分からないという回答が約半数を占める一方、70歳代は非利用者でも将来いなま
るを利用するとの回答が約４割。80歳代以上は、既に利用意向のある方は利用を開始している
と考えられ、利用意向が低下している。

問６－２．いなまるを将来利用する予定



２．７アンケート結果/いなまるの改善点

63

いなまるの改善点について、取組、経費負担の在り方を調査
＜サマリー＞
・ルート、ダイヤ、本数に関する改善を期待する声が多い。
・ニューシャトル・民間バス路線等との乗り継ぎの要望も高い。
・新たな交通形態の導入を期待する声も多い。
・運行経費増を賄うためには、利用者の負担増を良しとする回答が多い。
・運賃の許容額は200円が非常に多い。



64

２．７アンケート結果/いなまるの改善点

ルート、ダイヤ、本数に関するものは自由記述を含め（以下、同じ）293件（うち、21件は自
由記述）。ニューシャトルや民間バス路線等との乗継に関するものが153件（うち、12件は自
由記述）。新たな交通形態の導入が106件と上位。

問７．いなまるについて、今後どのような取組を行えば利用するか

自由記述概要：逆回り（12件）、ルート・ダイヤの改善（9件）、JR・ニューシャトル関連（12件）、廃止（9件）等
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２．７アンケート結果/いなまるの改善点

利用者負担の増加について約5割の賛成があり、運賃収入等・税金投入の順。
問８．いなまるの運行経費増加への対応策（複数回答）

200円いう回答が最も多く、次いで100円。自由記述に距離別運賃の希望が5件あるが、少数派。
問９．運賃の許容額



２．８アンケート結果/免許返納意向・ご意見
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いなまるの利便性が向上した場合の免許返納意向、地域公共交通へのご意見
を調査
＜サマリー＞
・いなまるの利便性が向上した場合の免許返納意向は強い。
・地域公共交通へのご意見は多様であるが、JRへの接続関連、バス停の増設、
逆回りの運行をもとめる声が多い。
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２．８アンケート結果/免許返納意向・ご意見

40歳代以上において、いなまるの利便性が向上した場合の免許返納意向は強い。
問１０．いなまるの利便性が向上した場合の免許返納意向

204件の多様な意見がある。主なものは下記の通りで、ここまでの項目で不満、改善点として出
てきた意見と同様の傾向であるが、バス停の増設を希望する意見も多い。

問１１．「地域公共交通」に関するご意見・ご要望

・逆回りの運行の希望・・・27件
⇒往路又は復路は乗換せずに目的地（伊奈病院、役場等）に行けるが、反対は不可であるため。
⇒往路か復路のどちらかが非常に時間がかかるため（前項の理由及び循環路線の始終着に近いバス停から利用する場合に顕著）

・バス停の増設の希望・・・19件
⇒ウニクス、ヤオコー、医療機関、金融機関、商業施設への増設希望
⇒高齢者にとってはバス停の間隔が広いので増設を希望

・増便の希望・・・15件（うち、３件は昼時間帯の増便を希望）
・南北一体運行 ・・・7件

⇒乗換えの解消

・JR駅への乗り入れ・・・38件
⇒北上尾駅、上尾駅、蓮田駅、桶川駅へのルートを希望

・タクシー券、予約制デマンドバスに関するもの 24件
⇒タクシー又は予約制乗合交通への要望

・いなまる運行への感謝・・・10件

※個別の回答は別紙「自由記述一覧」を参照



２．９アンケート結果/エグゼクティブサマリー
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・大多数が自家用車へのアクセスが可能であり、利用も多い。
・いなまるの認知度は非常に高い
・高齢になればいなまるの利用意向、利用傾向が強まる。
・いなまるに不満・改善点は、利用者・非利用者に関わらず、逆回りの運行、増
便、バス停の増設、増便、ニューシャトルとの接続、町外のJR駅への乗り入れ
を求める声が多い。
・いなまるの運賃は利便性の向上を前提に200円程度まで値上げが許容。
・スマートフォンは高齢者でも比較的インターネットも含め利用している方が多い。


